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和
解
調
書
作
成
上
の
毅
疵
に
つ

い
て石

ノ

明

一二三四

は
じ
め
に

通
説
の
立
場

通
説
の
検
討

「
調
書
二
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
』

の
意
味

一
　
は
じ
め
に

　
民
訴
法
二
〇
三
条
は
「
和
解
…
…
ヲ
調
書
二
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
記
載
ハ
確
定
判
決
ト
同
一
ノ
効
力
ヲ
有
ス
」
と
規
定
す
る
（
独
民
訴
法

－
以
下
Z
P
O
と
略
す
ー
一
六
〇
条
二
項
一
号
も
そ
の
成
立
に
調
書
の
記
載
を
必
要
と
す
る
）
。
同
法
一
四
六
条
は
、
調
書
記
載
は
申
立
に
因
り
関
係
人
へ

読
み
聞
か
せ
ま
た
は
閲
覧
さ
せ
且
つ
そ
の
旨
を
調
書
に
記
載
し
（
同
条
一
項
。
な
お
、
Z
P
O
一
六
二
条
一
段
参
照
）
、
調
書
の
記
載
に
対
す
る
関
係

人
の
異
議
に
つ
い
て
は
調
書
に
そ
の
旨
を
記
載
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
民
訴
法
一
四
六
条
二
項
。
な
お
Z
P
O
一
六
二
条
二
段
参
照
）
。

　
旧
民
事
訴
訟
法
二
一
二
条
は
、
Z
P
O
一
六
二
条
と
同
様
に
、
旧
民
事
訴
訟
法
一
三
〇
条
一
項
一
～
四
号
に
掲
げ
た
事
項
に
つ
い
て
（
Z
P
O

一
六
〇
条
二
項
一
～
四
号
に
相
当
）
関
係
人
に
読
み
聞
か
せ
ま
た
は
閲
覧
の
た
め
提
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
義
務
は
殆
ん

ど
遵
守
さ
れ
な
か
つ
た
た
め
に
、
現
行
民
訴
法
一
四
六
条
は
む
し
ろ
実
情
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
を
義
務
的
と
す
る
こ
と
を
止
め
て
、
関
係
人
の
申

　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
鍛
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
一
一
五
七
）



　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
蝦
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
一
一
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

立
の
あ
る
場
合
に
限
つ
て
開
示
す
れ
ば
足
り
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
現
行
民
訴
法
と
旧
民
訴
法
乃
至
は
Z
P
O
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
和
解
調
書
に
つ
い
て
右
要
式
の
欠
訣
が
和
解
の
効
力
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
を
欠
く
点
は
、
我
が
民

訴
法
な
ら
び
に
Z
P
O
と
も
に
共
通
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
我
が
民
訴
法
一
四
六
条
に
あ
つ
て
は
申
立
が
あ
つ

た
に
も
拘
ら
ず
読
み
聞
か
せ
を
し
な
か
つ
た
、
Z
P
O
一
六
二
条
に
あ
つ
て
は
申
立
の
有
無
と
は
無
関
係
に
読
み
聞
か
せ
を
し
な
か
つ
た
場
合
、

そ
れ
が
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
に
い
か
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
調
書
の
方
式
違
背
の
効
果
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
関
係
人
よ
り
読
聞
か
せ
ま
た
は
閲
覧
の
申
立
が
あ
つ
た

の
に
こ
れ
を
許
さ
な
か
つ
た
と
か
、
異
議
の
申
立
が
あ
つ
た
の
に
、
そ
の
趣
旨
を
記
載
し
な
か
つ
た
場
合
は
違
法
で
あ
る
が
、
そ
の
違
法
は
当
然

調
書
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
責
問
権
の
放
棄
・
喪
失
に
よ
つ
て
鍛
疵
は
治
癒
さ
れ
る
、
し
か
し
、
和
解
．
取
下
等
調
書
が
独
自
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

意
義
を
も
つ
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
鍛
疵
は
調
書
を
無
効
に
す
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
国
曽
ヨ
B
Φ
茜
巽
ざ
算
（
西
ベ
ル
リ
ン
の
高
等
裁
判
所
以
下
K
G
と
略
す
）
は
一
九
七
三
年
五
月
一
八
日
の
決
定
に
お
い
て
、
通
説
た
る
両
性
説
を
前

提
に
し
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
以
下
の
判
断
を
く
だ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
調
書
作
成
の
法
定
方
式
の
遵
守
は
「
和
解
の
訴
訟
上
の
効
力
の
放
棄

し
え
ざ
る
要
件
」
で
あ
る
と
。
右
決
定
は
さ
ら
に
、
な
る
ほ
ど
読
み
聞
か
せ
は
な
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
発
声
書
取
に
よ
り
当
事
者
が
同
意
を
表
明

し
た
和
解
調
書
を
「
訴
訟
上
無
効
」
（
巳
9
貯
茜
§
＆
爵
器
導
）
と
し
、
右
和
解
に
基
づ
く
費
用
確
定
決
定
を
取
消
し
た
。
K
G
の
右
決
定
は
方
式
の

極
端
な
厳
格
性
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
そ
の
当
否
に
関
し
て
は
疑
間
が
残
る
。
こ
の
問
題
に
は
、
読
み
聞
か
せ
に
申
立
を
必
要
と
す
る

我
が
民
訴
法
の
も
と
に
お
い
て
は
、
申
立
を
必
要
と
し
な
い
Z
P
O
の
も
と
に
お
け
る
ほ
ど
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
我

が
民
訴
法
の
も
と
に
あ
つ
て
も
、
申
立
が
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
読
み
聞
か
せ
や
閲
覧
が
な
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
は
Z
P
O
に
お
け
る
と
同

じ
間
題
が
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
さ
ら
に
こ
の
間
題
は
和
解
調
書
の
方
式
厳
格
性
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
に
ま
で
延
長
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
こ
に
敢
て
検
討
の
対
象
に
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。



　
（
1
）
斎
藤
秀
夫
編
・
注
解
民
事
訴
訟
法
ω
四
一
二
～
三
頁
（
高
島
）

　
（
2
）
　
斎
藤
秀
夫
編
・
前
掲
書
四
一
六
頁
。

　
（
3
）
U
R
α
o
葺
ω
∩
冨
幻
o
o
窪
呂
留
ひ
q
震
、
一
〇
お
国
o
津
oo
訪
ψ
ω
謡
。

　
（
4
）
　
切
O
国
N
一
9
圏
oo
・
も
9
0
9
鵠
・
く
ど
一
鳶
“
“
一
・
曽
ρ
ω
け
“
ぷ
・
曽
8
曽
oo
｝
ゆ
O
国
ぎ
Z
｝
名
一
㊤
謡
し
＄
“
ω
諺
O
倉
鋒
・
oo
㎝
等
B
G
H
及
び
B
A
G
の
確
定
判
例
で
あ
る
。

　
　
学
説
の
概
観
は
閃
○
ω
S
げ
R
α
q
－
ω
9
名
呂
し
一
》
仁
b
・
あ
届
N
一
目
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。
併
存
説
の
立
場
か
ら
通
説
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
切
瑳
9
鴨
旨
9
．
、
譲
Φ
ω
8

　
　
＝
昌
α
閃
Φ
映
ユ
庸
亀
段
｝
8
器
ω
び
四
嵩
色
仁
ロ
騎
①
ぎ
Φ
同
勺
曽
旨
Φ
一
一
一
β
N
一
≦
言
ε
N
o
駒
．
、
一
3
0
一
ψ
一
露
崩
。

　
（
5
）
　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
＜
o
一
蒔
o
日
ヨ
震
：
句
¢
訂
①
昌
｝
8
8
犀
o
臣
①
歪
旨
豊
日
妙
ロ
閃
巴
　
雲
o
a
　
N
霞
　
仁
ロ
び
①
出
訂
冨
昌
　
Z
8
窪
貫
ぎ
詳
　
留
ω
　
勺
3
N
9
く
①
茜
一
巴
魯
ω

　
　
り
1
民
ユ
甑
ω
9
巴
W
①
ヨ
R
ざ
畠
窪
N
仁
号
目
閃
①
ω
o
圧
島
α
霧
内
鋤
欝
ヨ
Φ
茜
R
一
。
窪
ω
く
o
目
一
c
。
。
伊
這
お
」
．
．
U
g
α
Φ
5
ω
9
0
閃
Φ
畠
富
忌
農
g
一
〇
蚕
缶
①
津
o。
＼
O
噛

　
　
ψ
謡
㊤
宍
が
あ
り
、
本
稿
も
こ
の
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
因
み
に
＜
o
一
涛
o
ヨ
日
R
は
㌔
a
ヨ
o
房
蔑
9
囎
¢
民
冥
0
8
ω
巽
巴
o
切
三
蒔
ぎ
客
．
．
一
一
〇
お
の
著
者
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
通
説
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
訴
訟
上
の
方
式
厳
格
性
は
次
の
若
干
の
個
別
的
命
題
に
還
元
さ
れ
る
。
①
強
行
規
定
た
る
方
式
性
の
遵
守
は
、
訴
訟
行
為
の
有
効
要
件
で
あ
る

こ
と
。
ω
訴
訟
行
為
に
つ
き
強
行
的
に
規
定
さ
れ
た
方
式
性
の
遵
守
を
当
事
者
が
有
効
に
放
棄
し
え
な
い
こ
と
（
Z
P
O
二
九
五
条
二
項
）
。
③
訴

訟
行
為
に
つ
き
強
行
的
に
規
定
さ
れ
た
方
式
の
遵
守
は
訴
訟
の
い
か
な
る
段
階
に
お
い
て
も
、
当
事
者
の
責
問
が
な
く
て
も
職
権
で
顧
慮
さ
る
べ

き
こ
と
。
④
逆
に
当
事
者
は
常
に
自
ら
の
利
益
に
お
い
て
方
式
の
欠
訣
を
援
用
し
う
る
こ
と
、
こ
の
場
合
信
義
則
に
よ
る
責
問
権
の
制
限
は
認
め

ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
方
式
厳
格
性
の
観
点
は
、
方
式
欠
歓
の
軽
重
に
よ
り
差
異
を
つ
け
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
の
方
式
要
件
は
原
則
と
し
て

同
価
値
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
方
式
要
件
一
つ
の
欠
敏
は
全
方
式
の
欠
飲
と
同
じ
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
個
別
的
命
題
を
和
解
に
適
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
前
記
諸
規
定
中
の
方
式
を
厳
格
に
遵
守
し
調
書
記
載
が
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
場
合
に
限
り
右
和
解
は
訴
訟
上
の
効
果
を
有
す
る
と
。
し
た
が
つ
て
、
そ
も
そ
も
調
書
の
形
式
を
と
ら
な
い
和
解
、
例
え
ば
訴
訟
代
理
人
が
、

調
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
和
解
条
項
を
確
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
裁
判
外
で
合
意
を
な
し
た
旨
の
調
書
を
作
成
せ
し
め
る
が
ご
と
き
場
合
に

は
、
右
和
解
（
合
意
）
は
訴
訟
上
の
和
解
と
し
て
の
効
力
を
有
し
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
次
の
ご
と
く
調
書
の
適
法
要
件
を
欠
く
和
解
も
訴
訟
上

　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
暇
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
二
五
九
）



　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
璃
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
コ
六
〇
）

の
効
力
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
ド
イ
ッ
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
Z
P
O
一
六
三
条
a
の
簡
易
調
書
の
規
定
（
広
汎
な
る
範
囲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

調
書
作
成
に
付
て
速
記
の
利
用
を
許
す
規
定
）
に
違
反
し
た
場
合
、
読
み
聞
か
せ
又
は
承
認
（
の
窪
魯
巨
α
q
琶
吸
）
に
関
す
る
Z
P
O
一
六
二
条
一
段
の

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
読
み
聞
か
せ
又
は
承
認
の
調
書
へ
の
記
入
に
関
す
る
Z
P
O
一
六
二
条
二
段
の
規
定
違
反
、
あ
る
い
は
朗
読
に
よ
る
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

取
り
に
つ
き
承
認
さ
れ
た
和
解
が
読
み
聞
か
せ
ら
れ
な
か
つ
た
場
合
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
我
が
民
訴
法
に
つ
い
て
い
え
ば
一
四
六
条
違
反

の
調
書
は
無
効
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
場
合
右
の
方
式
欠
敏
の
毅
疵
の
存
否
は
執
行
文
付
与
手
続
に
お
い
て
職
権
で
審
判
さ
れ
（
Z
P
O
七
九
五
・
七
二
四
条
）
、
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

行
文
が
付
与
さ
れ
た
場
合
こ
れ
に
基
づ
く
執
行
の
方
法
異
議
手
続
に
お
い
て
も
右
の
毅
疵
は
職
権
で
審
判
さ
れ
う
る
と
解
す
る
見
解
も
あ
る
。
方

式
不
遵
守
は
、
執
行
文
付
与
機
関
や
執
行
機
関
に
は
容
易
に
認
識
し
う
る
形
式
的
鍛
疵
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
右
の
見
解
は
不
当
で
あ
る
と

い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
方
式
違
背
の
主
張
方
法
は
和
解
の
袈
疵
の
主
張
方
法
一
般
の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
主
張
さ
れ

る
の
は
訴
訟
上
の
蝦
疵
で
あ
る
か
ら
、
実
体
上
の
蝦
疵
の
主
張
方
法
の
一
つ
で
あ
る
請
求
異
議
の
訴
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
無
効
説
を
前
提
と
す
れ
ば
右
の
関
係
は
、
さ
し
あ
た
り
当
該
手
続
的
椴
疵
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
な
く
和
解
条
項
が
当
事
者
に
よ
り
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

議
な
く
履
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
な
ん
ら
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
反
対
説
も
な
い
で
は
な
い
が
相
当
期
間

経
過
後
に
な
さ
れ
た
方
式
不
遵
守
の
主
張
が
た
だ
ち
に
信
義
則
に
反
す
る
と
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
責
問
権
が
訴
訟
上
失
権
す
る
こ
と
も
な

い
し
、
蝦
疵
が
訴
訟
上
治
癒
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

訴
訟
に
お
け
る
要
式
厳
格
性
に
つ
い
て
は
、

ω
け
Φ
ぎ
山
o
昌
霧
－
蜜
二
b
N
げ
g
閃
’
N
℃
O
一
9

ω
O
国
N
一
合
ω
。
紹
ピ

閃
》
O
Qo

｝
ω
●
墓
9

閑
O
ぎ
N
N
勺
q
q
噂
ω
●
一
ω
O
日
一
け
N
仁
の
“

＜
o
一
篤
o
ヨ
B
o
び
鋭
勲
ρ
’
ψ
日
中
に
詳
細
で
あ
る
。
な
お
ω
8
訂
ぴ
閑
℃
b
畠
R
δ
器
噛
ψ
N
8
も
参
照
。

＞
犀
b
遇
》
質
ヨ
●
目
N
山
N
ρ
㈱
刈
逡
嚇
O
い
O
＝
即
旨
ヨ
｝
詣
一
8
一
一
ω
●
囑
oo
2
『
。
一
9

》
昌
ヨ
●
国
o
の
o
呂
o
お
“
O
い
0
2
9
g
び
R
α
q
ぎ
竃
O
力
β
9
0
鐸



　
（
6
）
　
○
い
O
O
匡
o
p
げ
但
壁
凶
ぎ
竃
U
国
6
誘
一
＠
鋲
ρ

　
（
7
）
ω
叶
o
一
⇒
山
8
器
－
蜜
琶
N
σ
①
茜
》
N
℃
ρ
》
旨
ヨ
。
頃
一
慧
㎝
ご
黛
↓
げ
o
日
霧
－
℃
舞
N
o
℃
N
勺
Q
9
》
邑
こ
》
ロ
ヨ
」
一
①
弩
ゆ
お
“
●

　
（
8
）
く
o
一
涛
o
旨
ヨ
①
び
聾
勲
○
こ
ω
●
ミ
O
“
○
い
O
閑
o
曾
8
F
O
い
O
o。
一
鳩
ψ
逡
●

　
（
9
）
＜
o
一
涛
o
日
ヨ
。
き
聾
帥
．
○
こ
ψ
曽
o
…
閃
o
ω
①
呂
①
葭
－
ω
畠
≦
ぎ
あ
一
も
。
N
一
＜
一
螢
建
z
．
9
ω
邑
昌
山
o
轟
ω
－
客
§
N
げ
Φ
薦
｝
＞
ロ
ヨ
●
目
ご
N
二
㎝
刈
逡
ぼ
舅
葛
昌
。

　
　
一
一
も
o
“
ω
凶
仁
日
び
8
犀
白
”
呉
R
げ
碧
F
器
’
訪
仁
中
、
距
昌
日
。
N
U
ρ
国
N
仁
㎝
8
㎝
嚇
O
吋
＝
ロ
ω
犀
ざ
》
ロ
B
．
》
勺
2
『
●
一
G
o
N
仁
㎝
お
“
N
勺
O
“
○
い
の
2
呉
昌
σ
段
騎
ぎ
匡
∪
閃

　
　
一
§
ヒ
β
反
対
説
を
と
る
も
の
と
し
て
、
○
い
O
区
o
一
口
ぎ
頃
国
N
ρ
墜
僻
（
四
年
後
の
方
式
不
邉
守
の
主
張
が
信
義
則
に
反
す
る
と
す
る
と
ω
＞
○
冒
Z
旨
妻
一
零
ρ
認
O
”

　
　
》
℃
2
『
」
o
o
睾
㎝
刈
逡
N
勺
O
（
訴
訟
上
の
失
権
、
｝
3
8
辱
R
≦
一
築
仁
ロ
α
q
ご
閑
o
一
巳
爵
o
ぎ
2
隔
名
一
零
P
§
（
蝦
疵
の
治
癒
、
悶
①
一
言
昌
鐙
）
等
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
通
説
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
私
は
通
説
の
右
の
立
場
に
賛
成
で
き
な
い
。
＜
○
一
鱒
o
ε
日
R
も
通
説
の
立
場
が
、
K
G
の
右
判
例
の
場
合
不
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
場

合
和
解
に
関
与
せ
る
裁
判
官
、
書
記
官
、
訴
訟
代
理
人
、
当
事
老
お
よ
び
訴
訟
費
用
確
定
決
定
に
お
け
る
司
法
補
助
官
の
い
ず
れ
も
が
当
該
和
解

の
方
式
違
背
に
気
づ
か
ず
、
K
G
が
は
じ
め
て
、
責
問
に
基
づ
く
こ
と
な
く
職
権
で
方
式
違
背
を
発
見
し
、
し
た
が
つ
て
和
解
が
無
効
で
あ
る
こ

と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
Z
P
O
一
六
二
条
一
段
の
方
式
規
定
の
不
遵
守
は
具
体
的
ケ
ー
ス
に
あ
つ
て
無
害
の
も
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ

ち
「
読
み
聞
か
せ
」
の
要
請
の
目
的
は
和
解
条
項
の
内
容
の
確
認
に
あ
る
。
裁
判
官
が
調
書
作
成
の
た
め
に
す
る
朗
読
は
調
書
を
作
成
す
る
書
記

官
の
読
み
聞
か
せ
と
同
様
に
、
当
事
者
に
よ
る
確
認
方
法
と
し
て
は
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
読
み
聞
か
せ
」
の
要
請
は
和
解
内
容
の
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

確
化
の
目
的
に
加
え
て
、
正
し
い
調
書
の
作
成
の
保
証
と
い
う
目
的
を
も
有
す
る
。
冒
霧
窪
は
こ
の
意
味
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
　
「
朗
読
に
ょ
る
書
き
取
ら
せ
は
読
み
聞
か
せ
に
代
る
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
現
に
記
述
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
記
述
さ
る
べ
ぎ
も
の
に
一

致
す
る
か
否
か
は
、
読
み
聞
か
せ
に
よ
り
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
＜
o
一
鱒
o
ヨ
B
段
は
右
の
冒
霧
窪
の
主
張
を
一
応
正
当
で
あ
る
と
し
て
評
価
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、
以
下
の
と
お
り
述
べ

　
（
3
）

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
＜
o
一
蒔
o
B
旨
霞
は
右
の
冒
霧
窪
の
命
題
が
正
当
で
あ
る
が
、
当
該
方
式
規
定
違
背
が
あ
つ
た
場
合
で
も
、
調
書
が
正
し
く

作
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
K
G
の
判
例
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
読
み
聞
か
せ
」
違
背
が
あ
つ
た
に

　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
暇
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
二
六
一
）



　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
毅
疵
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
一
一
六
二
）

も
か
か
わ
ら
ず
、
両
当
事
者
の
法
律
行
為
の
意
思
が
正
し
く
調
書
に
記
載
さ
れ
、
右
違
背
は
最
終
的
に
無
害
で
あ
つ
た
。
結
果
的
に
無
害
で
あ
る

軽
微
な
方
式
違
背
に
K
G
は
和
解
無
効
と
い
う
重
大
な
結
果
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
K
G
は
和
解
調
書
の
債
務
名
義
性
を
否
定
し
、
訴

訟
費
用
確
定
の
基
礎
と
し
て
間
題
に
な
る
費
用
の
合
意
の
存
在
も
否
定
し
て
い
る
。
後
者
の
点
は
と
に
か
く
と
し
て
前
者
が
当
事
者
に
も
た
ら
す

不
利
益
は
大
き
い
。
し
か
も
両
性
説
に
ょ
れ
ば
和
解
の
訴
訟
上
の
無
効
は
そ
の
実
体
的
部
分
を
も
無
効
な
ら
し
め
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
ω
o
ま
盤

爵
？
囚
蓉
窪
昌
o
は
、
調
書
に
作
成
さ
れ
な
い
和
解
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
訴
訟
行
為
と
し
て
不
適
法
で
あ
り
且
つ
実
体
法
上
の
法
律
行

為
と
し
て
も
無
効
で
あ
る
（
ω
O
寓
N
一
ρ
。
。
。。

o
。
〔
o
o
8
ど
罫
o。
。。
一
〔
。
。
。
。
O
ど
ぎ
ω
窪
ぽ
茜
矯
N
賠
。
あ
嵩
o
。
一
ω
ど
昌
名
魯
竃
包
○
ピ
O
O
色
。
Z
毫
3

這
δ
。
裁
判
所
が
和
解
の
提
案
層
知
震
笹
9
0
房
〈
o
毎
魯
冨
閃
．
を
な
し
た
と
き
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
当
事
者
が
裁
判
所
の
右
和
解
の
提
案

を
我
が
物
と
す
る
承
諾
の
表
示
）
＞
目
魯
ヨ
①
⑦
葵
冨
歪
轟
窪
．
．
も
同
様
に
口
頭
弁
論
に
お
い
て
表
示
さ
れ
且
つ
調
書
に
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
い
」
と
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
説
い
て
＜
o
＝
ぎ
ヨ
日
R
は
、
通
説
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
く
方
式
厳
格
性
な
る
観
点
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
有
害
な
帰
結
を
回
避
す
る
理
論
構
成
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
調
書
の
方
式
違
背
の
効
果
に
関
す
る
一
般
規
定
は
存
し
な
い
（
但
し
送
達
の
堰
疵
の
治
癒
に
関
し
て
Z
P
O
一
八
七
条
参
照
）
。
し
た
が
つ
て
方
式
違

背
の
効
果
に
関
し
て
は
学
理
的
に
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
＜
o
一
鱒
o
B
目
R
は
、
方
式
の
毅
疵
に
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
た
せ
る
べ
き
で

あ
る
と
す
る
ω
畠
≦
0
3
の
見
解
に
賛
成
す
る
。
そ
し
て
、
軽
微
な
方
式
違
背
に
無
効
の
効
果
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
方
式
が
本
質
的
（
冒

名
①
ω
窪
島
畠
9
）
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
換
言
す
れ
ば
方
式
類
型
（
ぎ
彗
な
冨
）
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
あ
る
い
は
方
式
の
一
部
が
欠

歓
し
て
い
て
も
方
式
規
定
の
目
的
が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
方
式
違
背
が
結
果
的
に
訴
訟
主
体
の
利
益
を
害
さ
な
い
か
ぎ
り
、

そ
れ
が
無
効
原
因
に
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
そ
こ
で
次
に
問
題
に
な
る
の
は
訴
訟
上
の
和
解
の
訴
訟
上
の
効
力
発
生
の
た
め
に
、
そ
の
調
書
作
成

に
関
す
る
「
最
低
必
要
要
件
」
い
か
ん
と
い
う
点
で
あ
る
。
B
G
H
は
曽
つ
て
、
「
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
は
、
そ
れ
が
訴
訟
行
為
と
し
て
一
定
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

低
必
要
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
に
依
存
し
て
い
る
」
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
右
の
説
明
だ
け
で
は
、
B
G
H
が
、
調
書
作
成
上
の
暇
疵
が
必
ず



し
も
常
に
和
解
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
判
例
に
は
、
調
書
作
成
上

の
暇
疵
が
必
ず
し
も
常
に
和
解
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
を
と
つ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
R
G
（
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
）

は
一
八
八
三
年
に
そ
の
旨
の
判
決
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
当
事
者
に
よ
り
裁
判
所
の
面
前
に
お
い
て
、
そ
の
効
力
に
つ
き
疑
間
な
く
且
つ

争
い
な
く
締
結
さ
れ
た
和
解
の
効
力
は
、
C
P
O
一
四
八
条
（
現
行
Z
p
O
一
六
二
条
－
訳
註
）
に
規
定
さ
れ
た
方
式
の
遵
守
の
有
無
に
依
存
し
な

　
（
7
）

い
」
と
。
ω
ぎ
旨
9
鼻
一
－
0
9
戻
o
に
よ
れ
ば
、
右
判
決
の
意
味
は
Z
P
O
一
六
二
条
一
項
が
和
解
に
関
し
て
任
意
規
定
で
あ
る
と
す
る
点
に
あ
る

　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
さ
れ
て
い
る
。
K
G
も
曽
つ
て
は
Z
P
O
一
六
二
条
の
不
遵
守
が
訴
訟
上
の
和
解
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
私
見
に
よ
れ
ば
和
解
が
訴
訟
上
の
効
力
を
発
生
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
調
書
が
調
書
た
る
形
式
を
具
備
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ち
な
み
に
Z
P
O
に
あ
つ
て
は
、
一
六
〇
条
二
項
一
～
四
号
の
場
合
、
調
書
作
成
に
際
し
て
の
記
載
内
容
の
「
承
認
」
は
、
訴
訟
上
の
「
和
解
」
は

例
外
と
し
て
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
慣
例
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
説
に
よ
る
と
、
Z
P
O
一
六
二
条
一
項
の
読
み
聞
か
せ
の

要
請
は
、
和
解
調
書
の
作
成
を
別
に
す
れ
ば
、
同
二
九
五
条
一
項
（
手
続
規
定
違
背
の
責
問
権
放
棄
に
関
す
る
規
定
）
の
意
味
に
お
け
る
事
後
的
放
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

に
服
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
調
書
の
読
み
聞
か
せ
る
べ
き
部
分
の
記
載
の
す
く
な
く
と
も
弁
護
士
に
よ
る
承
認
が
あ
つ
た
場
合
、
読
み
聞
か
せ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

事
後
的
放
棄
、
し
た
が
つ
て
適
法
な
放
棄
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
読
み
聞
か
せ
の
放
棄
は
勿
論
好
ま
し
く
は
な
い
に
し
て
も
、
裁
判
所
の
慣
例
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

な
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
Z
P
O
の
も
と
に
お
け
る
慣
例
は
我
が
旧
民
訴
法
コ
ニ
一
条
の
も
と
に
お
け
る
慣
例
と
類
似
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　
二
、
和
解
調
書
の
作
成
に
つ
き
袈
疵
が
あ
る
場
合
、
裁
判
所
は
職
権
に
よ
り
椴
疵
の
除
去
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
右
の
除
去
に
つ
い
て
時
間
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

制
限
は
存
し
な
い
、
こ
の
点
は
調
書
の
蝦
疵
一
般
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
調
書
に
必
要
な
署
名
捺
印
が
欠
け
る
場
合
こ
れ
を
何

時
で
も
追
完
で
き
る
。
誤
つ
た
署
名
は
こ
れ
を
訂
正
で
き
る
。
読
み
聞
か
せ
、
閲
覧
お
よ
び
異
議
の
記
載
が
欠
け
る
場
合
こ
れ
を
補
充
す
る
こ
と

　
　
（
蝿
）

が
で
ぎ
る
。
調
書
の
要
件
が
具
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
訴
訟
終
了
効
が
発
生
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
は
和
解
調
書
作

　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
暇
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
二
六
三
）



　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
環
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
＝
六
四
）

成
の
た
め
新
期
目
の
指
定
を
な
し
、
右
新
期
日
に
お
い
て
要
件
を
追
完
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
読
み
聞
か
せ
は
調
書
の
正
当
性
の
担
保
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
調
書
が
閲
覧
に
供
さ
れ
た
場
合
に
は
不
要
で
あ

　
　
　
　
（
1
6
）

る
と
い
え
る
。
閲
覧
に
供
す
る
場
合
裁
判
所
は
相
当
期
問
を
定
め
、
こ
の
期
間
内
に
調
書
に
対
し
異
議
を
申
立
つ
べ
き
こ
と
を
催
告
し
、
異
議
が

あ
れ
ば
こ
れ
を
調
書
に
記
載
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
（
Z
P
O
の
も
と
で
は
右
期
問
の
経
過
に
よ
り
和
解
の
承
認
ち
曾
魯
ヨ
蒔
琶
磯
、
．
あ
り
た
る
も
の
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
）
。

（
1
）
＜
◎
一
鼻
o
彗
旨
①
ン
鉾
鋭
O
‘
ψ
曽
O
ぬ
・

（
2
）
冒
霧
8
噛
閏
O
O
ド
＞
彊
鉾
切
”
且
目
一
あ
旨
閃
①
葺
犀
O
国
き
ユ
貸
・
O
。
野
国
竪
2
●
一
〇
“
Φ
げ
Φ
拐
o
ω
窪
ヨ
ぎ
畠
白
”
暮
①
吾
8
宣
認
”
鼠
一
‘
卜
昌
ヨ
●
一
N
仁

　
㈱
一
①
軸

（
3
）
　
＜
O
一
涛
O
ヨ
ヨ
O
き
勢
●
勢
●
○
こ
ψ
辱
O
翫
●

（
4
）
原
則
的
に
こ
れ
に
賛
成
す
る
見
解
と
し
て
、
国
o
目
①
器
き
N
貯
一
な
3
器
醇
9
浮
あ
3
H
＜
一
闘
誓
ま
昌
ぎ
自
信
畠
ぎ
屏
P
§
く
一
ぢ
3
器
醇
9
算
讐
㈱
認
目
一
が
あ
る
。
通

　
説
、
判
例
は
こ
れ
に
反
対
。
判
例
と
し
て
特
に
国
O
ぎ
≦
錠
昌
国
ω
實
一
§
2
撃
田
倉
閃
O
ぎ
N
N
勺
緕
し
零
嚇
切
》
O
鋳
謡
N
仁
昌
α
≦
巴
3
括
2
8
『
華
ぴ
巴
毛
δ
？

　
8
8
ぎ
N
唱
ρ
0
8
爵
o
B
ヨ
」
3
3
》
昌
9
●
＞
一
一
”
N
讐
㈱
嶺
O
β
民
切
一
び
N
窪
㎝
一
8
。
こ
れ
に
反
し
て
竃
冒
N
ぴ
o
お
は
、
手
続
的
鍛
疵
が
実
体
契
約
の
無
効
を

　
結
果
す
る
か
否
か
の
問
題
は
、
そ
れ
が
一
行
為
両
性
的
か
あ
る
い
は
両
行
為
併
存
か
と
い
う
理
論
的
考
慮
か
ら
解
答
さ
る
べ
し
と
の
見
解
を
と
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
当
で
あ
ろ

　
う
。
ω
5
ぼ
自
o
口
器
－
客
薗
自
冨
吋
騨
N
℃
ρ
》
ロ
ヨ
●
目
刈
”
豊
㎝
お
↑

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

　
ピ
o
一
℃
o
一
“
一
P

　
N
α
一
一
R
ー
ω
8
℃
ゲ
”
罰
一
〇

（
12
）

く
o
一
冥
o
ヨ
B
R
｝
”
。
”
●
O
ξ
ψ
bo
刈
ρ

ω
O
国
噛
3
℃
ω
●
馨
噛
ω
一
〇
・

国
O
ぎ
O
層
信
劉
8
、
ψ
け
8
一
け
8
●

ω
犀
o
巳
o
旨
浅
－
O
o
な
9
9
N
り
ρ
一
〇
口
｝
》
昌
タ
㎝
讐
㎝
一
8
．

国
O
ぼ
『
≦
一
8
一
℃
ω
。
一
§
。

＜
o
一
穿
o
ヨ
ヨ
①
さ
鋭
勲
O
●
一
ψ
曽
一
も
同
旨
。

閃
o
ω
窪
げ
Φ
茜
－
ω
9
名
昌
鳩
§
＜
博
ε
目
o
器
醇
8
窪
”
昌
き
算
伽
o。
一
一
一
一
＆
嚇
ω
言
ぼ
点
o
轟
甲
勺
o
匡
Φ
鴇
一
〇
〇
■
｝
¢
山
こ
》
昌
實
一
帥
．
国
’
建

　
　
　
　
》
β
鉾
》
ロ
日
。
目
陛
塁
㈱
8
㎝
二
＜
一
8
N
a
①
ぎ
N
℃
ρ
》
旨
ヨ
．
》
戸
崖
区
O
目
”
N
仁
㈱
一
爲
嚇
↓
ぎ
ヨ
霧
－
閲
葺
N
o
㌔
．

　
　
　
　
　
　
　
。
》
口
b
‘
》
昌
目
。
鱒
N
q
㈱
一
8
。

ω
o
げ
三
〇
さ
2
一
名
お
観
℃
¢
旨
8
・

㎝
一
8
信
旨
島
ー
ω
α
ぽ
⊆
糞
薗
旨
ロ
ー

》
鼠
一
こ
＞
p
ヨ
。
N
仁
㈱
一
8
“



（
1
3
）
　
＜
o
一
涛
o
B
B
Φ
さ
勲
孚
○
‘
ω
．
曽
ど
＞
ロ
B
．
曽
．

（
14
）
】
W
窪
日
富
o
〒
ゼ
き
貯
①
吾
碧
ゴ
一
N
℃
ρ
＞
ロ
日
レ
》
跨
㈱
一
8
旧
ω
貯
Φ
ぎ
－
匂
o
猛
の
も
〇
三
ρ
N
勺
O
｝
旨
目
」
目
塁
㈱
一
紹
脳
幻
巴
艮
o
一
h
P

　
8
0
0
脳
O
目
仁
ロ
ω
犀
ざ
＞
昌
ヨ
’
》
勺
2
鉾
一
〇
〇
N
旨
㈱
刈
逡
N
勺
○
仁
筥
角
2
戸
ω
σ
“
閃
O
N
頃
ρ
oっ
’
一
幾
、
一
蕊
’

（
15
）
　
ω
畠
三
段
一
Z
｝
名
お
緕
”
ψ
旨
9
・
の
ほ
か
、
区
P
匂
矩
一
8
ど
ψ
一
§
。
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）
　
＜
o
一
詩
o
ヨ
ヨ
o
さ
”
●
勢
●
O
‘
ω
．
ミ
一
●

　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
「
調
書
二
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
」
の
意
味

2
）
毛
一
〇
¶
ρ
ω
。
ω
8
や
ω
・

　
民
訴
法
二
〇
三
条
は
「
和
解
…
…
ヲ
調
書
二
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
…
：
・
確
定
判
決
ト
同
一
の
効
力
ヲ
有
ス
」
と
規
定
す
る
。
Z
P
O
に
お
け
る

和
解
の
規
定
の
態
様
は
こ
れ
と
や
や
異
な
る
。
す
な
わ
ち
Z
P
O
一
六
〇
条
三
項
一
号
で
和
解
を
調
書
に
記
載
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る

が
、
調
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
和
解
が
成
立
す
る
と
は
し
て
い
な
い
し
、
和
解
が
債
務
名
義
で
あ
る
旨
を
規
定
す
る
Z
P
O
七
九
四
条
一
項

も
こ
の
点
で
は
変
り
が
な
い
。
そ
こ
で
Z
P
O
の
解
釈
と
し
て
、
裁
判
所
の
調
書
に
記
載
さ
れ
た
和
解
提
案
に
対
し
て
、
当
事
者
が
書
面
に
よ
り

こ
れ
を
受
入
れ
る
旨
の
表
示
を
な
し
た
場
合
、
右
調
書
が
和
解
た
る
債
務
名
義
に
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
で

も
な
お
和
解
調
書
の
作
成
を
必
要
と
す
る
見
解
を
と
る
ω
9
3
ざ
－
閤
琴
置
旨
o
は
、
「
調
書
の
作
成
な
ぎ
和
解
は
訴
訟
行
為
と
し
て
は
不
適
法

且
つ
実
体
法
上
の
法
律
行
為
と
し
て
も
無
効
で
あ
る
。
こ
の
点
は
裁
判
所
が
和
解
の
提
案
を
し
た
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
。
当
事
者
が
裁
判
所
の

提
案
を
受
入
れ
る
た
め
に
し
た
受
入
の
表
示
も
ま
た
口
頭
弁
論
に
お
い
て
な
さ
れ
且
つ
調
書
に
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
》
匪
o
ヨ
2
R
は
、
和
解
調
書
作
成
不
要
説
を
と
り
、
「
裁
判
所
に
対
す
る
書
面
に
よ
る
通
知

に
よ
り
当
事
者
が
認
め
た
場
合
、
調
書
に
作
成
さ
れ
た
裁
判
所
の
和
解
提
案
は
適
法
で
あ
る
」
と
説
き
、
判
例
と
し
て
勾
O
嵩
ρ
ψ
謹
聴
を

　
　
　
　
　
（
2
）

援
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
Z
P
O
の
も
と
で
右
の
ご
と
き
解
釈
の
対
立
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
裁
判
上
の
和
解
に
つ
い
て
例
外

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
く
調
書
が
作
成
さ
る
べ
し
と
の
命
題
を
認
む
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
Z
P
O
一
六
〇
条
三
項
一
号
は
、
口
頭
弁
論
期
日
に
成
立
し

　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
蝦
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
一
一
六
五
）



　
　
　
和
解
調
書
作
成
上
の
暇
疵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
一
一
六
六
）

た
和
解
に
関
し
て
調
書
の
作
成
の
必
要
を
規
定
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
訴
訟
上
の
和
解
が
、
裁
判
所
が
調
書
に
記
載
し
た
和
解
の
提

案
の
承
認
に
よ
つ
て
成
立
し
え
な
い
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
訴
訟
上
の
和
解
の
債
務
名
義
性
を
規
定
す
る
Z
P
O
七
九

四
条
一
項
一
号
は
、
右
の
問
に
対
し
消
極
的
に
解
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
け
だ
し
同
号
は
、
「
裁
判
所
の
面
前
で
」
成
立
せ
る
和
解
に
債
務
名

義
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
「
面
前
」
と
は
勿
論
場
所
的
な
も
の
を
い
う
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
関
与
を
意
味
す
る
と
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は

右
の
問
に
肯
定
的
に
答
え
る
余
地
を
否
定
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
部
の
判
例
や
学
説
は
、
こ
の
承
諾
の
表
示
に
撤
回
し
え
な
い
訴
訟
行
為
た
る

　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

性
質
を
認
め
、
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
そ
れ
が
両
性
的
性
質
を
有
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
勾
o
ω
窪
び
⑦
嶺
は
、
裁
判
所
の
面
前

に
お
け
る
契
約
の
締
結
は
、
ド
イ
ッ
法
上
そ
れ
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
常
に
裁
判
上
の
公
証
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
訴
訟
上
の
和
解
も
裁
判
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所
に
よ
る
公
証
を
必
要
と
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
O
び
O
O
o
一
一
〇
は
こ
の
命
題
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
け
だ
し
、

調
書
に
作
成
さ
れ
た
裁
判
上
の
和
解
に
あ
つ
て
は
調
書
に
よ
り
和
解
が
公
証
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
裁
判
所
の
調
書
に
よ
る
和
解
の
提
案
に

あ
つ
て
も
、
契
約
内
容
は
公
の
証
書
に
よ
り
公
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
両
者
は
共
通
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
訴
訟
行
為
で
あ
る

書
面
に
よ
る
承
認
の
表
示
の
到
達
に
よ
り
、
当
事
者
が
右
提
案
内
容
を
承
知
し
、
こ
れ
を
承
認
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
か
よ
う
に
し

て
成
立
せ
る
和
解
を
訴
訟
上
の
和
解
と
し
て
無
効
に
す
る
必
要
は
な
い
、
と
す
る
。

　
我
が
民
訴
法
二
〇
三
条
の
も
と
に
右
の
問
題
を
引
き
な
お
し
て
考
え
て
み
る
と
、
裁
判
所
が
調
書
に
和
解
の
提
案
の
内
容
を
記
載
し
、
こ
れ
に

対
す
る
両
当
事
者
の
承
認
の
表
示
が
書
面
に
よ
り
記
録
に
添
付
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
調
書
に
記
載
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
別
に
和
解
調
書
を
作
成

す
る
必
要
が
な
い
と
い
え
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
勿
論
消
極
的
に
解
し
た
い
。
我
が
民
訴
法
二
〇
三
条
の
も
と
で
Z
P
O
に
お
け
る
右
の
見

解
の
対
立
が
生
じ
る
余
地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
私
は
Z
P
O
の
も
と
で
も
問
題
の
種
類
の
訴
訟
上
の
和
解
を
否
定
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
。
「
裁
判
所
の
面
前
で
」
と
い
う
文
言
は
、
単
に
裁
判
所
の
関
与
を
意
昧
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
和
解
期
目
又
は
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い

て
な
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
当
事
者
の
書
面
に
よ
る
承
諾
の
表
示
に
よ
つ
て
和
解
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
に
は
問



題
が
あ
る
と
思
う
。
第
二
に
、
既
述
の
と
お
り
、
我
が
民
訴
法
二
〇
三
条
に
よ
れ
ば
、
調
書
の
記
載
に
よ
り
和
解
は
効
力
を
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
Z
P
O
と
我
が
民
訴
法
の
訴
訟
上
の
和
解
に
関
す
る
規
定
の
相
違
か
ら
み
て
も
、
現
行
法
は
Z
P
O
に
お
け
る
前
記
の
解
釈
の
対
立
は
生
じ

え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
「
調
書
二
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
」
と
は
、
和
解
そ
れ
自
体
を
調
書
に
記
載
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
和
解
提
案
が

調
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
和
解
は
成
立
し
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
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